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令和７年度 春季地区懇談会　開催令和７年度 春季地区懇談会　開催

　
４
月
25
・
28
日
の
２
日
間
、
令
和
７
年

度 

春
季
地
区
懇
談
会
を
白
糠
町
酪
農
研

修
セ
ン
タ
ー
と
鶴
居
事
務
所
の
２
会
場
で

開
催
し
、「
最
近
の
酪
農・畜
産
情
勢
」「
令

和
６
年
度
事
業
報
告
」「
令
和
７
年
度
事

業
計
画
」「
第
19
回
通
常
総
会
の
招
集
及

び
提
出
議
案
」
等
に
つ
い
て
説
明
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ご
出
席
い
た
だ
い
た
組
合
員
の
皆
様
か

ら
は
、
今
後
の
酪
農
や
農
協
事
業
運
営
に

関
わ
る
様
々
な
ご
意
見
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。
懇
談
会
で
い
た
だ
い
た
貴
重
な
ご
意

見
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、
今
後
の
農
協
事

業
運
営
に
活
か
し
て
参
り
ま
す
。

　
最
後
に
、
農
作
業
の
始
ま
る
お
忙
し
い

時
期
に
も
関
わ
ら
ず
、
ご
出
席
・
ご
意
見

等
を
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

皆様から貴重なご意見をいただきました

○ 

ホ
ク
レ
ン
ト
ラ
ッ
ク
事
業
の
廃
止

に
よ
る
今
後
の
対
応
に
つ
い
て

○ 

農
協
の
収
支
状
況
、
事
業
運
営
に

つ
い
て

○
家
畜
授
精
料
金
に
つ
い
て

○ 

役
員
推
薦
委
員
に
よ
る
今
後
の
推

薦
方
法
等
に
つ
い
て

○
役
員
の
定
数
に
つ
い
て

 

等

主
な
意
見
・
質
問
・
要
望

鶴居会場 白糠会場
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釧路丹頂農協女性部通常総会　開催釧路丹頂農協女性部通常総会　開催
　
３
月
26
日
、鶴
居
事
務
所
大
会
議
室
に
て
、

第
19
回
釧
路
丹
頂
農
協
女
性
部
通
常
総
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
開
催
に
あ
た
り
、
水
本 

梨
佳
部
長
よ
り

「
昨
年
は
天
候
に
恵
ま
れ
、
良
質
な
粗
飼
料

が
確
保
で
き
ま
し
た
が
、
国
際
情
勢
の
影
響

に
よ
る
生
産
資
材
の
高
騰
な
ど
厳
し
い
状
況

が
続
き
ま
し
た
。
そ
う
し
た
中
、
女
性
部
は

『
繋
が
ろ
う
・
守
ろ
う
・
関
わ
ろ
う
』
を
テ
ー

マ
に
部
員
同
士
の
交
流
会
や
研
修
会
を
実
施

し
ま
し
た
。
ま
た
、
青
年
部
と
合
同
で
釧
路

空
港
に
て
行
っ
た
牛
乳
・
乳
製
品
配
布
で
は
、

消
費
者
の
方
々
か
ら
温
か
い
励
ま
し
の
言
葉

を
い
た
だ
き
、
大
き
な
力
と
な
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
令
和
６
年
度
女
性
協
の
国
内
視
察

で
は
石
川
県
を
訪
れ
、
皆
さ
ま
か
ら
寄
せ
ら

れ
た
義
援
金
を
活
用
し
、
能
登
半
島
地
震
の

被
災
地
へ
パ
ッ
ク
の
お
赤
飯
を
届
け
る
支
援

を
行
い
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
過
を
経
て
希
薄
に

な
り
が
ち
だ
っ
た
、
人
や
地
域
と
の
つ
な
が

り
の
大
切
さ
を
再
認
識
す
る
と
と
も
に
、
志

を
同
じ
く
す
る
仲
間
と
年
代
や
目
的
・
ニ
ー

ズ
に
あ
っ
た
活
動
を
進
め
て
い
く
と
い
う
こ

と
が
、食・農・地
域
に
つ
い
て
次
世
代
の
方
々

に
繋
い
で
く
取
り
組
み
に
な
っ
て
い
く
と
い

う
こ
と
を
改
め
て
実
感
し
た
一
年
で
し
た
。

　
今
年
度
は
、
長
年
活
動
を
共
に
し
て
き
た

幌
呂
支
部
・
音
別
支
部
が
解
散
し
、
そ
れ
ぞ

れ
鶴
居
支
部
・
白
糠
支
部
に
統
合
さ
れ
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
支
部
を
支
え

て
く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ま
に
、
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
部
員
数
は
減
少
し
て
お
り
ま

す
が
、
女
性
部
の
活
動
を
縮
小
す
る
の
で
は

な
く
、
協
力
し
合
い
な
が
ら
、
明
る
く
元
気

に
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

役
員
改
選
が
あ
り
新
体
制
と
な
り
ま
す
が
、

こ
れ
か
ら
も
安
心
・
安
全
な
農
畜
産
物
の
生

産
に
取
り
組
み
、
Ｊ
Ａ
を
よ
り
ど
こ
ろ
と
す

る
組
織
と
し
て
、
み
ん
な
で
や
り
た
い
こ
と

を
心
の
底
か
ら
楽
し
ん
で
取
り
組
ん
で
い
け

た
ら
と
思
い
ま
す
。」と
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　
議
長
は
白
糠
支
部
の
五
十
嵐 

恵
さ
ん
が

務
め
、
令
和
６
年
度
事
業
報
告
並
び
に
収
支

決
算
、
令
和
７
年
度
事
業
計
画
並
び
に
収
支

予
算
、
役
員
選
任
等
が
承
認
さ
れ
、
総
会
は

終
了
し
ま
し
た
。

　
３
月
27
日
、
幌
呂
事
務
所
２
階
会
議
室
に
て
、
第
19
回
釧
路
丹
頂
農
協

青
年
部
通
常
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
開
催
に
あ
た
り
、
伊
深 

祐
樹
部
長
よ
り
「
最
近
の
酪
農
情
勢
は
、
資

材
や
飼
料
・
肥
料
価
格
の
高
止
ま
り
に
よ
る
厳
し
い
経
営
環
境
が
続
い
て

お
り
ま
す
が
、
乳
価
の
引
き
上
げ
な
ど
少
し
ず
つ
明
る
い
兆
し
も
見
え
て

ま
い
り
ま
し
た
。
引
き
続
き
自
助
努
力
を
重
ね
、
安
定
し
た
経
営
を
目
指

し
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

　
昨
年
度
の
活
動
で
は
、
瀧
澤
史
登
く
ん
が
全
道
青
年
部
大
会
の
青
年
の

主
張
大
会
で
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
、
東
北
・
北
海
道
大
会
で
も
優
秀
賞
を

獲
得
す
る
と
い
う
嬉
し
い
成
果
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
女
性
部
と
の
合

同
に
よ
る
牛
乳
・
乳
製
品
の
消
費
拡
大
運
動
や
、
Ｊ
Ａ
の
部
長
・
課
長
ク

ラ
ス
と
の
意
見
交
換
会
、
新
た
な
試
み
と
し
て
Ｊ
Ａ
若
手
職
員
と
の
意
見

交
換
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
い
ま
し
た
。
今
年
度
も
対
話
と

連
携
を
深
め
て
、
農
協
運
営
に
私
た
ち
青
年
部
も
関
わ
っ
て
い
か
な
け
れ

ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。」
と
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　
議
長
は
鶴
居
支
部
の
橋
村 

翼
さ
ん
が
務
め
、
令
和
６
年
度
事
業
報
告

並
び
に
収
支
決
算
、
令
和
７
年
度
事
業
計
画
並
び
に
収
支
予
算
、
役
員
選

任
等
が
承
認
さ
れ
、
総
会
は
終
了
し
ま
し
た
。

釧路丹頂農協青年部通常総会　開催

令和７年度　役員
部　長 水本　梨佳 鶴 居
副部長 長尾　朋子 鶴 居
副部長 澁谷　幸子 白 糠
理　事 高原ともえ 白 糠
監　事 松下百鶴里 鶴 居
監　事 岩田登美子 白 糠

令和７年度　役員
部　長 五十嵐大地 音 白
副部長 菊地　大輔 鶴 居
副部長 大坂　隼人 音 白
理　事 千葉康次郎 鶴 居
理　事 橋村　　翼 鶴 居
理　事 前島　拓斗 音 白
監　事 北村　澄男 鶴 居
監　事 照井　　優 音 白
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３
月
27
日
、
幌
呂
事
務
所
２
階
会
議
室
に
て
、
第
19
回
釧
路
丹
頂
農
協
乳

牛
改
良
同
志
会
定
期
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
開
催
に
あ
た
り
、植
田 

紘
史
会
長
よ
り
「
昨
年
は
、私
を
含
め
て
で
す
が
、

牛
の
病
気
な
ど
の
影
響
で
共
進
会
に
出
場
で
き
な
か
っ
た
方
が
少
し
多
い
一

年
だ
っ
た
印
象
で
し
た
。
そ
れ
で
も
、
出
場
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
全
道
共
進
会

な
ど
で
成
果
を
出
し
、
素
晴
ら
し
い
活
躍
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
今
年
度

に
向
け
て
は
、
ま
た
色
々
と
計
画
を
立
て
な
が
ら
活
動
を
進
め
て
い
き
た
い

で
す
。
共
進
会
や
牛
づ
く
り
は
、
や
っ
ぱ
り
楽
し
い
も
の
だ
と
実
感
し
な
が

ら
、営
農
の
励
み
に
な
る
よ
う
な
活
動
を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
う
し
た
活
動
を
通
し
て
、
若
い
方
た
ち
に
も
少
し
で
も
興
味
を

持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
き
っ
か
け
を
作
っ
て
い
け
た
ら
と
考
え
て
い
ま

す
。」
と
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　
議
長
は
筥
嵜 

大
輔
さ
ん
が
務
め
、
令
和
６
年
度
事
業
報
告
並
び
に
収
支

決
算
、
令
和
７
年
度
事
業
計
画
並
び
に
収
支
予
算
、
役
員
選
任
等
が
承
認
さ

れ
、
総
会
は
終
了
し
ま
し
た
。

　
４
月
11
日
、
幌
呂
事
務
所
２
階

大
会
議
室
に
て
、
第
19
回
釧
路
丹

頂
農
協
馬
事
振
興
会
通
常
総
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。　

　
開
催
に
あ
た
り
、
小
野
田 

喜

一
会
長
よ
り
「
今
年
も
馬
の
分
娩

と
種
付
け
で
お
忙
し
い
な
か
、
た

く
さ
ん
の
会
員
の
皆
様
に
お
集
ま

り
頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。」
と
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　
議
長
は
会
長
の
小
野
田 

喜
一

さ
ん
が
勤
め
、
令
和
６
年
度
事
業

報
告
並
び
に
収
支
決
算
、
令
和
７

年
度
事
業
計
画
並
び
に
収
支
予

算
、
役
員
改
選
他
、
全
議
案
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
共
進
会
や
視
察
研
修

等
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
し
、
総

会
は
終
了
し
ま
し
た
。

釧路丹頂農協乳牛改良同志会定期総会　開催釧路丹頂農協乳牛改良同志会定期総会　開催

釧路丹頂農協馬事振興会通常総会　開催釧路丹頂農協馬事振興会通常総会　開催

令和７年度　役員
会　長 小野田喜一
副会長 江崎　勝三
理　事 平田　忠幸
理　事 斉藤　実稔
監　事 佐藤　浩一
監　事 永吉　豊志

令和７年度　役員
会　長 植田　紘史
副会長 伊深　洋平
副会長 増田　一真
理　事 清水　武志
理　事 對木　賢雅
理　事 五十嵐大地
監　事 松下　雅幸
監　事 大坂　隼人
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４
月
16
日
、
鶴
居
事
務
所
大
会

議
室
で
第
20
回
釧
路
丹
頂
農
協
酪

農
振
興
会
通
常
総
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
開
催
に
あ
た
り
、
對
木 

隆
司

会
長
よ
り
「
今
の
酪
農
情
勢
は
、

コ
ロ
ナ
に
よ
る
打
撃
が
落
ち
着

き
、
乳
代
が
上
が
っ
た
こ
と
で
良

い
方
向
に
情
勢
が
変
わ
る
と
感
じ

て
い
ま
す
。
酪
農
振
興
会
に
つ
い

て
は
、
去
年
と
同
様
行
事
・
活
動

を
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
今
年
度

は
役
員
改
選
で
役
員
が
変
わ
り
ま

す
が
、
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
頂
き

な
が
ら
協
力
し
て
今
年
度
も
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。」

と
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　
議
長
は
白
糠
支
部
の
伊
深 

洋

平
さ
ん
が
勤
め
、
令
和
６
年
度
事

業
報
告
並
び
に
収
支
決
算
、
令
和

７
年
度
事
業
計
画
並
び
に
収
支
予

算
、
役
員
改
選
他
、
全
議
案
承
認

さ
れ
総
会
は
終
了
し
ま
し
た
。

　
４
月
24
日
、
鶴
居
事
務
所
大
会
議
室
に
て
、
令
和
７
年
度
釧
路
丹

頂
農
協
農
作
業
安
全
祈
願
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
千
葉
組
合
長
を

は
じ
め
、
役
職
員
、
各
関
係
団
体
の
代
表
者
等
30
名
が
出
席
し
、
玉

串
奉
奠
の
神
事
を
執
り
行
い
ま
し
た
。
厳
か
な
雰
囲
気
の
中
、
祝
詞

が
読
み
上
げ
ら
れ
、出
席
者
よ
り
祭
壇
へ
玉
串
が
捧
げ
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、「
交
通
事
故
並
び
に
農
作
業
事
故
撲
滅
宣
言
」
を
五
十
嵐

専
務
が
、「
交
通
安
全
宣
言
」
を
青
年
部 

菊
地 

大
輔
副
部
長
が
宣

言
し
、
千
葉
組
合
長
よ
り
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　
本
年
も
健
康
管
理
に
注
意
を
し
て
い
た
だ
き
つ
つ
、
農
作
業
が
事

故
な
く
進
む
こ
と
を
お
祈
り
し
て
お
り
ま
す
。

釧路丹頂農協酪農振興会通常総会　開催釧路丹頂農協酪農振興会通常総会　開催

令和７年度　農作業安全祈願祭　開催令和７年度　農作業安全祈願祭　開催

令和７年度　役員
会　長 瀬戸　賢成
副会長 菱沼　和也
理　事 遠藤　範幸
理　事 坂本　和也
理　事 松田　浩二
理　事 蔵光　　進
監　事 東　　善章
監　事 對木　賢雅
監　事 伊深　祐樹
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釧路農業改良普及センター　釧路中西部支所普及センターだより

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

良質なサイレージをつくるために、スラリーの散布は適正な量（早春の散布量は 2t/10a

程度を目安に）と収穫までの期間を確保することが重要です。 

スラリー散布によるサイレージ品質への影響 

草地にスラリー散布したことによるサイレージの発酵品質への影響を気にしている方はいま

せんか？普及センターの活動で、早春にスラリーを散布した場合、サイレージの発酵品質に問題

がないのか試験を実施しました。 

同一の草地にスラリーの散布量を 10a 当たり 0t、2t、4t に分けて、試験圃を設置しました。

試験で使用したスラリーは乾物率 4.5％とそれほどドロッとしていないですが、散布 46 日後に

収穫した牧草を水洗いした結果、散布量が多くなるほど、付着量が多いことがわかりました（写真

１）。 

これ以上に乾物率が高いスラリー(目安として乾物率10％くらい)は、さらに牧草に付着しやす

く、サイレージの発酵品質低下につながる恐れがあります。 

写真 1, スラリーの付着度合い 

収穫した牧草を水洗いした 

0t 2t 4t 

使用したスラリーの品質 

スラリーを散布して 46日後に収穫した場合、2t区、4t区では収量に大きな差はありま

せんでした（図１）。一方で散布量が多いとサイレージの発酵品質が低下しました（図 2）。 

 

図 1, 乾物収量 図 2, サイレージ発酵品質 

収穫した牧草の収量とサイレージ品

普及センターHPはこちら▶ 
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　日曜日 　月曜日 　火曜日 　水曜日 　木曜日 　金曜日 　土曜日

01 02 03 04 05 06 07
幌呂取次センター 音別取次センター

営業日 営業日
08 09 10 11 12 13 14

幌呂取次センター 音別取次センター
営業日 営業日

15 16 17 18 19 20 21
幌呂取次センター 音別取次センター

営業日 営業日
22 23 24 25 26 27 28

幌呂取次センター 音別取次センター
営業日 営業日

29 30 ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・

　日曜日 　月曜日 　火曜日 　水曜日 　木曜日 　金曜日 　土曜日

・・・ ・・・ 01 02 03 04 05
幌呂取次センター 音別取次センター

営業日 営業日
06 07 08 09 10 11 12

幌呂取次センター 音別取次センター
営業日 営業日
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幌呂取次センター 音別取次センター
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営業日 営業日 ATMお休み
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幌呂取次センター 音別取次センター

営業日 営業日
24 25 26 27 28 29 30

幌呂取次センター 音別取次センター
営業日 営業日

31 ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・

2025 7月

2025 6月

2025 8月

営業時間　午前１０時～午後３時まで。（12時から1時間お休みいたします）

幌幌呂呂・・音音別別「「取取次次セセンンタターー」」営営業業日日カカレレンンダダーー
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令和７年４月２０日現在飼養頭数
区分 収容可能頭数 在場頭数 受入可能頭数

導入舎 70 頭 70 頭 0 頭
哺育舎 80 頭 74 頭 6 頭
3・6舎 150 頭 100 頭 50 頭
7・8舎 100 頭 38 頭 62 頭

合計 400 頭 282 頭 118 頭

・３日齢から受入しています。なお、受入頭数に余裕がある場合は、育成牛の受入や預託期間を延長出来ます。（要協議）
・新規で預託する場合、「鶴居哺育育成センター互助会」に加入して頂きます。（互助会費は入牧頭数1頭につき1,000円）

預託料金（１日当たり）
０日齢～ ６０日齢 税抜８７０円 （税込９５７円）

６１日齢～１５０日齢 税抜６７０円 （税込７３７円）
１５１日齢～２４０日齢 税抜６５０円 （税込７１５円）
２４１日齢～ 税抜６５０円 （税込７１５円）

預託牛受入に関するお願い

3月は14頭の退場に対しまして、27頭の入場があり在場
頭数は13頭の増頭となりました
ご協力ありがとうございました。引き続き、組合員の皆様
からのお電話をお待ちしています。

モーっと友達が
欲しいな

畜産生産部販売課　　　TEL：0154-65-2314
鶴居哺育育成センター　TEL：0154-64-2260

お問い合わせ先

預託農家の皆様、NOSAI、哺育育成センター間の情報共有
のため、預託を希望される牛に治療歴・薬歴等がある場合、
事前に申告下さいますようお願い致します。

哺育育成センターに預託しませんか！労働力が不足している方
育成牛の飼養スペースが足りない方

　
４
月
８
日
か
ら
10
日
の
３
日
間
、
新
築
さ
れ
た
ホ
ク
レ
ン
十
勝
地
区
家

畜
市
場
に
て
初
競
り
と
な
る
肉
牛
市
場
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
新
市
場
は
、旧
市
場
と
道
東
自
動
車
を
挟
ん
で
南
側
に
建
て
ら
れ
、

面
積
は
１
．８
倍
。
市
場
内
に
は
、
ホ
ク
レ
ン
帯
広
支
所
酪
農
課
事
務
所
、

販
売
牛
舎
、
購
買
牛
舎
、
パ
ド
ッ
ク
牛
舎
の
ほ
か
購
買
者
控
室
、
Ｊ
Ａ
控

室
等
が
設
け
ら
れ
、
販
売
牛
舎
に
は
１
，４
０
０
頭
余
り
の
繋
留
が
可
能

と
な
り
ま
し
た
。
牛
舎
や
競
り
場
な
ど
を
集
約
し
、
自
動
レ
ー
ン
を
設
置

し
て
牛
が
自
力
で
も
移
動
で
き
る
よ
う
に
す
る
な
ど
、
省
力
化
や
効
率
化

が
図
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
真
新
し
い
施
設
内
は
多
く
の
人
で
賑
わ
い
、
最

高
値
は
黒
毛
和
種
素
牛（
去
勢
）に
１
，６
９
４
，０
０
０
円（
税
込
）の
値
が

付
き
ま
し
た
。

新 築

十勝地区家畜市場で十勝地区家畜市場で
初競りが行われました初競りが行われました

若狹職員、競っています！若狹職員、競っています！

7



新採用職員の紹介
氏 名

所属部署

年齢／出身地

出身校

趣味

特技

堀　　結愛

金融共済部本店
金融課金融係

18歳／釧路市
釧路明輝高校
音楽鑑賞
絵を描くこと

組合員の皆さんへ一言

　今年度から釧路丹頂農協に勤
めることになりました。堀結愛と申
します。
　分からないことばかりですが、
一日でも早く仕事に慣れて貢献
できるように、自分ができることに
全力で取り組みますので、ご指導
の程、よろしくお願い致します。

ほり ゆうあ

氏 名

所属部署

年齢／出身地

出身校

趣味

特技

宮下　柊陽

購買部燃料課
鶴居給油所係

18歳／釧路市
釧路商業高等学校
野球観戦
料理

組合員の皆さんへ一言

　今年度から釧路丹頂農協に勤め
ることになりました、宮下柊陽と申
します。
　組合員の皆様の生活を支え、地
域社会の発展に貢献したいという
思いです。一日でも早く皆様のお
役に立てるよう、精一杯努力致しま
すので、よろしくお願い致します。

みやした しゅうや

氏 名

所属部署

年齢／出身地

出身校

趣味

特技

佐々木 葉月

畜産生産部 家畜改良課
家畜改良係(音・白担当)

18歳／白糠町
白糠高等学校
音楽鑑賞・筋トレ
野球・柔道

組合員の皆さんへ一言

　今年度から釧路丹頂農協に勤
めることになりました、佐々木葉月
と申します。
　右も左も分からないことばかり
でご迷惑をおかけすると思います
が、一日でも早く仕事を覚え、皆
様に貢献できるよう精一杯努力
し、頑張っていく所存ですので、ご
指導ご鞭撻のほど、よろしくお願
い致します。

ささき はづき
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牛乳をも～っと食卓に

今月のミルクレシピ
担々麺の新定番
白い冷やし担々麺

作り方

材料（2人分）
中華めん（生）……………………… 2玉
スープ（顆粒チキン※）………… 50ml
　　ラーユ……………………… 大さじ2
　　しょうゆ…………………… 大さじ1
　　練りごま（白）………………… 40g
　　酢・砂糖………………… 各小さじ1
　　塩………………………………… 少々
牛乳…………………………………100ml
生クリーム………………………… 50ml
豆もやし……………………………… 適量
オクラ………………………………… 2本
錦糸卵………………………………… 適量
※顆粒チキンスープの素（中国風）を表示通りに溶いたもの

A

①鍋にたっぷりの湯を沸かして中華めんをゆで、流水でよく洗って水けをきる。
②スープはひと煮立ちさせて冷ましておく。
③ボウルにAを入れて混ぜ、②、牛乳、生クリームを加えて混ぜ、冷蔵庫で冷やしておく。
④豆もやし、オクラはサッとゆでる。
⑤器に①を盛って③をかけ、④、錦糸卵をのせる。好みでさらにラーユ（分量外）をかける。

ココ＆くろ

つぶやきコーナー

のんちゃん

万年ボギー

たいやき

カップケーキ
おいしかった
かな？

これから
実践の

季節ですね！

参考しにて
いただき、
ありがとう
ございます♡
睡眠大切
ですよね！

「ステキな出会い」
ありましたか？

13



A B C D E

キ
リ
ト
リ

5月の答え

住所

氏名

ペンネーム
※氏名とペンネームは必ず記入願います。

電話番号
ご意見や季節のつぶやきなどの一言をお寄せください。

応募者の個人情報は厳正に管理し本応募以外の目的には使用しません。

今回の答えは6月号に掲載するよっ！！

2 5 7 8 10４月号
の答え ２　蜜蜂の飛ぶ方向が違う　　５　森が深い 

７　汗をかいている　　　　　８　蜜蜂がいない 
10　犬の口が違う

ククロスロスワワードードパパズルズル

ヨコのカギ

タテのカギ

１　端午の節句に――人形を飾った
２　鉛筆にもリンゴにもあるもの
３　2018年ごろに大流行した――ミルクティー
４　漢字などの読み方を示す小さな文字
５　小学校で一番授業が多い科目
８　福島県の――は浜通りと呼ばれます
10　カァカァと鳴きます
12　スロバキアと分離してできた国。首都はプラハ
13　フラダンサーの腰で揺れるもの
14　初夏でも強く照りつけることがあります
16　漢字では雲雀、日晴鳥などと書く鳥
18　三毛、トラ、サバといえば
20　ギュッと押すと気持ちいい

１　ひげそり前に顔に押し当てる人もいます
６　その泉は――的な空気に包まれていた
７　日本には謙譲の――の精神があります
９　周囲より小高くなっている土地のこと
11　大きなビルが――のタケノコのごとく増えてきた
12　ひじをグッと曲げて出します
14　雑穀の一つ。アワやキビと並んで知られています
15　ちらしやにぎりがあります
17　大勢の人が床のあちこちで眠ること
19　結んでお吸い物に入れることもある葉野菜
21　５月の空を泳ぎます

どなたでも応募できますのでたくさんの応募お待ちしております。

あたまの体操
正解者３名に

「全国農協商品券
500円×６枚セット」
をプレゼント!!

なお、正解者多数の場合は抽選とさせていただき
ます。

《応募方法》
左下の部分を鶴居事務所 管理課へ
FAX（0154-64-2315）をいただくか、
切り取っていただき各事務所へ提出してください。

《締め切り》
　2025年５月26日まで
　当選者の発表は６月号にて発表します。
　 プレゼントのお渡しは発送とさせていただきます。

Ａコープ店で使えます！
何を買おうかな？

たいやき さん・万年ボギー さん
ココ&くろさん さん

おめでとうございます!! ４月号の当選者

ククロスロスワワードードパパズルズルににチチャレンジャレンジ‼‼
～ちょっと一息～ あたまの体操のコ～ナ～～ちょっと一息～ あたまの体操のコ～ナ～
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辞　　令　　発　　令
氏　　名 新　所　属 旧　所　属

田中　淳一 購買部音別・白糠購買課資材音別店係兼生活音別店係 畜産生産部販売課販売係（鶴・幌担当）兼哺育育成センター係
岡田　雅美 畜産生産部販売課販売係（鶴・幌担当）兼哺育育成センター係 畜産生産部販売課幌呂育成牧場係兼哺育育成センター係
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ID→jakushirotancho

ＪＡくしろ丹頂ホームページ

大変お世話になりました。
上 島　颯 太　畜産生産部 家畜改良課家畜改良係(音・白担当)

４月30日をもって退職となりました。

編 集 後 記
EDITOR’S NOTE

□�釧路地方も、そろそろ桜が咲く季節…と思いきや、雪が降りましたね。さ
すが北海道！と改めて思いました。この広報が発行される頃には、桜が咲
いていてほしいです♪
　�これから、外での農作業が本格的に始まる季節ですね。各地でイベントも
多く開催され、観光で訪れる方も、お出かけの機会も、増える時期になり
ました。毎年、安全祈願祭を開催しておりますが、仕事でも私生活でも皆
さんが毎日元気に、そして笑顔でご自宅に帰る一年になりますようにと
願っています。私も気を付けます！ （門脇）

■令和６年度 　生乳生産実績（３月）
月計乳量（kg） 同月前年比（％） 累計乳量（kg） 累計前年比（％）

ＪＡくしろ丹頂 9,518,861.3 105.2 108,207,967.5 102.0
鶴 居 地 区 3,687,205.7 106.5 42,106,247.3 104.4
幌 呂 地 区 2,854,658.4 107.3 32,001,184.0 103.8
白 糠 地 区 1,689,285.8 103.4 19,490,830.7 97.9
音 別 地 区 1,287,711.4 99.4 14,609,705.5 96.9

管 内 計 45,978,555.9 103.4 522,557,090.1 101.7
（前年度管内計） 44,456,117.9 513,844,504.0

理　事　会　報　告
３月定例理事会　令和７年３月28日（金曜日）

報告事項　 
１．専決事項及び諸会議について
２．各委員会・諸会議等について
３．２月末（決算）財務状況について
４．事業の実施処理状況について
５．委託内部監査の報告について
６．自己査定結果について
７．経営定期点検の実施結果について
８．令和６年度事業報告及び決算概要について
９．令和６年度内部監査の業務活動報告について
10．役員報酬審議会の結果について
11． 令和６年度マネロン対策に係る取組状況の報告に

ついて（下期）

付議事項　 
議案第１号　目的積立金の目的取崩について
議案第２号　規約の一部変更について
議案第３号　 農協検査指摘事項に対する改善・対応状

況等の報告について
議案第４号　諸規程の一部変更について
議案第５号　 令和７年度（第20年度）事業計画の設定に

ついて
議案第６号　令和７年度諸利率・料率の設定について
議案第７号　貸付金の利率の最高限度について

議案第８号　 第19回通常総会の招集および提出議案に
ついて

議案第９号　議決権行使書面の取扱いについて
議案第10号　信用の供与等の最高限度額設定について
議案第11号　理事に対する資金の貸付について
議案第12号　役員と組合との取引基準の決定について
議案第13号　令和７年度の余裕金運用について
議案第14号　 令和７年度コンプライアンス・プログラ

ムの設定について
議案第15号　固定資産の取得について
議案第16号　 令和７年度経営定期点検実施計画書の策

定について（資料２－16）
議案第17号　 ホクレントラック鶴居事業所及び白糠事

業所の閉鎖について
議案第18号　 ホクレントラック鶴居事業所及び白糠事

業所の閉鎖に向けた固定資産（車両）取得
及び処分並びに代替車両導入について

その他協議事項　 
１．春季地区懇談会の開催について
２． 食料安全保障の強化と持続可能な北海道農業の確

立に関する組織討議について
３．当面の業務日程について
４．その他

春、見つけました 2


